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新型コロナ
感染症拡大

″
三
密
〃
対
策
な

い
避
難
計
画

原
子
力
施
設
が
ひ
と
た
び
事
故
を
起

こ
せ
ば
、
放
射
性
物
質
防
護
の
た
め
に

屋
内
避
難
は
不
可
欠
で
あ
り
、
放
射
能

を
入
れ
な
い
密
閉
空
間
の
確
保
が
求
め

ら
れ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

デ
一密
」
対
策
を
は
相
反
す
る
条
件
下

に
置
か
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
避
難
所
百

体
で
感
染
爆
装

修
羅
場
と
な
り
か
ね

な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
が
も
た
ら
す

罫
例

た
な
日
常
」
は
、
原
発
の
稼
働
リ
ス
ク

を
一
段
と
増
幅
す
ろ
）

原
子
力
防
災
を
担
当
す
る
内
閣
府
は

展
射
麗
聖
言
感
維
Ｆ
め
画
工
を
」

通
知
し
た
が
、
具
体
策
は
一否
ミ
Ц

原

発
立
地
自
治
体
の
対
策
も
実
質
的
に
空

量

肇

止
を
両
立
す
る
手
段
を
見
い
だ
せ
て
い

な
い
。
ジ
レ
ン
マ
で
あ
奄

も
と
も
と
原
子
力
施
設
は
、
放
射
能

漏
れ
を
防
ぐ
た
め
の
密
閉
空
間
で
膨
大

な
作
業
貰
が
保
守
管
理
に
当
た
る
施
設

で
あ
る
υ
事
故
時
に
は
応
援
要
員
で
さ

ら
に
人
員
は
脹
れ
あ
が
る
）
要
員
に
感

薔梁
が
奉
だ
モ
丁
れ
峰
峡

勤
毅
憚
織
制
の
串
雀
塚、

堅
省
露
Ｈ
凝
属
休
蜘
獣
正
菜
全
運
舛
昇
織
制
の

崩
壊
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

一　
こ
の
種
の
原
子
力
施
設
の
リ
ス
ク
管

一
理
は
不
可
欠
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
と

一
し
て
稼
働
中
の
原
発
の
即
時
運
転
停
止

一
が
求
め
ら
れ
奄

一　
原
子
召
全
轟
め
避
難
計
画
は

通

一
常
時
で
も
、
実
効
性
あ
る
計
画
の
策
定

一
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
。
ま
し
て
避
難

一
計
画
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
の
感
染

一
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
は
な
お
さ
ら
不
可
能
。

一　
原
発
か
ら
半
径
五
キ
」圏
内
の
住
民
は

一
即
時
避
難
が
求
め
ら
れ
、
二
十

ロ
キ
圏
内

一
の
近
隣
住
民
は
屋
内
退
選
ヾ
避
難
が
指

．
示
さ
れ
る
。
マ
イ
カ
ー
を
利
用
で
き
な

一
い
住
民
は
県
や
自
治
体
が
手
配
す
る
バ

．
ス
で
集
団
避
難
す
る
。

・　

関̈
係
者
を
悩
ま
一Ｉ
問
題
は
屋
内
退
避

一
ル
ー
ル
で
あ
る
。
内
閣
府
が
六
月
に
自

一
治
体
に
通
知
し
た

「感
染
症
流
行
下
で

一
の
肪
峯
輝
偏
直
の
基
栗
冨
里
ｆ
准
方
」
で
、

一
屋
内
退
避
の
場
合
は

「被
曝
回
避
を
優

一
先
す
る
」
と
明
記
。

「原
則
換
気
を
行

一
わ
な
い
」
と
し
た
。
換
気
し
な
け
れ
ば
、

一
三
密
と
な
る
。
学
校
で
授
業
申
な
ど
に

．
事
故
が
起
き
た
場
〈
Ｒ

多
数
の
人
び
と

が
密
閉
空
間
で
の
屋
内
退
避
ど
な
気

コ
ロ
ナ
感
染
の
爆
発
的
拡
大
の
心
配
が

高
ま
奄
バ
ス
避
難
で
も
、
内
閣
府
指
針
は

「人
と
の
匿
鮮
訛
の
旅
片
校
ヽ
マ
ス
ク
馨
糧
用。

手
指
衛
生
」
を
求
め
な
が
ら
、
座
席
間

隔
鷲
塑
撃
正
界
，
ほ
自
治
体
任
せ
だ
。

バ
ス
ム塁
掛
笙
瑠
や
せ
る
か
、
バ
ス
事
業

一
去
現
■
冨
む
船
罫
哭
下
授
ば
い
。

一　
事
故
時
の
緊
急
時
対
策
の
拠
点
と
な

一
る
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
に
、
国
の
防

一
災
藷

詈

ｒ

昼

隊

鶯

雪

が
護
け

一
か
け
、
緊
急
対
応
に
当
た
る
と
さ
れ
る

一
が
、
放
射
能
対
策
で
ド
ア
な
ど
の
密
閉

一
性
奎
局
め
た

「三
密
」
状
態
の
施
設
で

一
あ
る
。
内
閣
府
は
ま
ず
原
子
力
事
故
収

一
束
が
先
決
と
し
て

指
針
を
コ
ロ
ナ
対

一
策
向
け
に
改
正
す
る
石
え
は

「な
い
」

一
と
い
”λ

一骨
政
収
集
が
長
引
け
ば
施
設

一
内
の
感
染
が
拡
大
し
、
事
故
対
応
自
体

一
が
難
航
す
る
。

一　
本
来
、
放
射
能
対
策
と
コ
ロ
ナ
対
策

一
の
両
立
は
難
し
い
が
、
こ
ン」で
も
、
国

一
は
こ
れ
を
自
治
体
任
せ
に
し
て
い
る
。

一
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
は
、

一
原
発
の
運
転
リ
ス
ク
を
格
段
に
高
め
て

一
い
る
υ
原
発
運
転
を
即
時
停
止
す
る
し

一
か
道
は
な
い
。

○
関
乖「

八
本
誠
前
会
長
ら
五
人
を
提
訴
含
一面
）

○
文
童
墨
日き
換
え
八
十
個
所

規
制
委

「敦
賀
２
号
機
審
査
凍
結
も
」
Ｔ
一面
）

○
発
電
所
燃
料
２
万
トン超
流
出
　
凍
土
溶
解
で
貯
蔵
施
設
破
壊
（五
面
）

●
福
島
第

一
原
発
事
故
か

ら
十
年
目
を
迎
え
る
。
東

日
本
大
震
災
と
原
子
力
災

害
に
見
舞
わ
れ
た
福
島
現

地
の
被
災
者
は
塗
炭
の
苦

悩
の
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
た
。
圧
倒

的
多
数
の
人
び
と
が
故
郷
を
失
い
、
ま

た
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
た
●
こ
の
原

子
力
災
害
を
再
び
日
本
に
招
来
さ
せ
て

は
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
被
災
者
の
心
底

か
ら
の
願
い
で
あ
亀

今
回
の
原
子
力

“
奎
界
経
験
し
た
多
く
の
日
本
人
の
共

通
の
願
い
で
あ
孔
　
軍
４

こ
の
願
い

を
共
有
し
よ
う
と
し
な
い
日
本
人
が
い

る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
υ
原
発
再
稼
働

に
固
執
す
ブ拿
蒸
霊
是
一自
公
政
権
い
こ

れ
を
後
押
し
す
る
原
子
力
事
業
者
と
そ

の
応
援
団

望原
子
カ
ム
一／

の
人
び
と

で
あ
る
●
こ
れ
ら
の
人
た
ち
は
、
福
島

第

一
駆
箸
需
Ｆ

い
つ

更
喜
整
人
の

公
生
置
を
起
こ
し
た
張
本
人
で
あ
亀

今
回
の
原
子
力
災
害
に
つ
い
て
、
第

一

義
的
に
根
本
的
な
反
省
が
求
め
ら
れ
る

人
び
と
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ

れ
ら
の
人
た
ち
は
反
省
も
な
く
、
再
び

原
鍬
基
房
型
暑
に
な
う
∠
し

て
い
る
●
こ
れ
ら
の
人
た
ち
を

「懲
り

な
い
面
々
」
な
ど
と
い
つ
て
、
許
す
こ

と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
う
し
な

い
た
め
に
は
、
私
た
ち
が
福
島
の
被
災

者
の
心
を
共
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
心

に
そ
の
砦
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
亀


